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［要約］本研究は，長野県飯田市の飯田市立動物園と松本大学田開ゼミは、動物園を活用

した環境教育を実施した。参加者は、飼育員による動物ガイドを受けながら園内を巡り、

ゼミ生による環境問題の解説を通じて、動物と自然環境のつながりを学んだ。その後、南

アルプスで起きている環境問題についてディスカッションを行い、野生動物の生息地や地

球温暖化との関係について考えた。参加者からは、「意見を交わすことで新たな気づきが

あった」「動物園が環境問題を学ぶ場になると知った」といった声が寄せられた。動物園

は、ただ動物を見る場所ではなく、人と自然の共存を考える場でもある。この活動を通じ

て、環境問題を自分ごととして考えるきっかけを提供できたと考える。  

 

１．はじめに 

本研究では、松本大学田開ゼミと飯田市立

動物園と合同で「動物たちから考える南アル

プスの未来」と題する企画を行った。この企

画は、２０２４年１１月９日（土）に飯田市

立動物園で実施し、動物園散策とディスカッ

ションを行った。  

今回の企画の会場として利用させていただ

いた飯田市立動物園は、長野県飯田市の中心

市街地にある動物園だ。市が管理していて、

無料で入園することができる。飯田市立動物

園は、１９４７年に飯田の市街地で起きた大

火を契機に誕生した。敷地面積が小さく、ゾ

ウやライオンなどの大型の動物を飼育してい

るわけではないが、今でも地域の人に愛され

る動物園となっている。  

 

２．研究目的および方法 

 この研究の目的は、環境問題への取り組み

と動物園による教育を目的に行った。  

昨今、脱炭素社会の実現やＳＤＧｓといっ

た環境問題に関する言葉が関心を集めている。

現代では、地球温暖化による環境問題がより

顕著に表れており、異常気象などによって私

たちの生活にも多大な影響を及ぼしている。

地球温暖化は環境問題以外にも様々な問題を

引き起こす要因であり、今回取り上げている

動物園の動物たちにも関係している問題だ。

今回の企画のタイトルにある「南アルプス」

ではシカの食害が起きており、シカの食害も

地球温暖化が関係している。だが、多くの人

は獣害と地球温暖化の関係について、知らな

い人が多くいる。企画によって、動物に関す

る問題を知り、身近な場所の環境問題につい

て知ってもらい、行動を起こしてもらうこと

を目指した。そのため、企画の舞台である飯

田市の人々の身近にある南アルプスについて

取り上げた。  



 

 今回の企画で飯田市立動物園を会場として

選んだ理由は、飯田市の人々の身近にある動

物園であるという理由と、多くの人に動物園

が教育施設であることを知ってもらうことが

理由としてあった。本来、動物園には動物の

研究と研究結果を普及することが目的として

ある。しかし、多くの人は動物を見て楽しむ

娯楽施設であると認識し、ニュースなどのメ

ディアでも、動物園ではなく動物園で飼育さ

れている有名な動物を取り扱っているものが

ほとんどだ。そのため、動物園が教育施設で

あると知ってもらうことも企画の目的とした。 

 研究目的を達成するために、飯田市立動物

園で企画を実施し、企画では動物園散策とデ

ィスカッションを行った（図１）。  

 動物園散策では、飯田市立動物園の飼育員

に協力していただいた。散策では飼育されて

いる動物を中心に、動物たちを取り巻く地球

温暖化などの環境問題を取り扱った。また、

動物の減少や地球温暖化が人間の活動によっ

て引き起こされていることも伝え、地球温暖

化が様々な問題が複雑に絡んだ問題であるこ

とを知っていただいた。  

 

 

図１ 散策の様子 

 

 ディスカッションでは、「南アルプスでなぜ

シカが増えてしまったのか？」をテーマに参

加者の方に話し合っていただいた。まずシカ

が増えてしまった原因を考えていただき、そ

の原因を解決するにはどうするか、解決方法

についても考えていただいた。また円滑なコ

ミュニケーションが行えるようにディスカッ

ションのチームに田開ゼミ生も参加し、進行

やアドバイスなどを行うようにした。さらに

客観的な事実をもって話し合いを行うことが

できるように、事例やデータを記載したファ

クトカードというものを用意した（図２）。 

 

 

図２ ファクトカード一例 

 

解決方法について話し合っていただいた際に

は、参考として田開ゼミ生が考えた解決方法

をアクションカードとして提示した（図３）。 

 

 

図３ アクションカード一例 

 

動物園散策での内容とファクトカード、アク

ションカードをもとに、解決方法をそれぞれ

チームで考えていただき、全体に向けて発表

していただいた。企画の最後に、宣言として

個人でできる環境問題を解決するための取り

組みを発表していただいた。 



 

３．結果と考察  

 企画終了後に参加者に対して、アンケート

を実施した。アンケートの質問内容は表１の

とおりである。  

 

表１ 質問内容一覧 

 

 
この設問のうち、１～５の問題が選択式の

質問となっており結果は表２、表３の通りに

なっている。 

 

表２ 問１今回にイベント内容ついて 

 

 

表３ アンケート集計結果（問２～５） 

 

今回の企画の参加者は合計で７人、参加し

た全員からアンケートの結果を得ることがで

きた。 

問６～１１の質問は記述式の設問となって

いる。アンケート結果を通して、参加者の意

識の変容や企画で実施した内容に関する記述

が多く見られた。そのため、私たちが設定し

た目標を達成することができたのではないか

と考えている。特に企画の最後に行った宣言

に関する質問内容の問９，１０で顕著にみる

ことができた。問９で記述していただいた主

な宣言内容は、ジビエの積極的な活用、自身

の暮らす地域の獣害対策について調べる、節

電や節水を心掛け生活改善を行うなどがあっ

た。動物園散策やディスカッションの内容を

踏まえた宣言をしていただいたと考えている。

問１０の宣言を掲げた動機やきっかけについ

ては、シカが多く生息する地域に暮らしてい

るが自治体がどのような取り組みを行ってい

るか知りたかったから、シカの数を減らすと

考えたときに命をいただいているということ

を考えたかったから、身近な地域から地球温

暖化について考えたいと思ったからなど、デ

ィスカッションを通しての意見が多かったと

感じている。 

 私たちは今回の企画を通して、想定した目

標を達成することができたと考えている。し

かし、いくつかの課題もある。一つ目は、参

加者の年齢の偏りがあったことである。当初

は幅広い年代での募集を考えていた。だが、

宣伝の不手際で、参加者のほとんどが大学生

となってしまった。そのため、他の年代の人

たちの考えを聞いていただく機会を作ること

ができなかった。二つ目は、大学生の経験を 

動物園側に伝えることができなかったことで

ある。今回の動物園散策では、飼育員に散策

で取り扱う動物や内容を考えていただいた。

また環境問題についての内容は、大学生が考

えた。飼育員が考えた内容には、動物園の実

情が含まれていた。田開ゼミは飯田市をフィ

ル―度に活動しており、シカの食害について

も活動中に学んでいた。しかし企画中で、飯
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田市を通して学んだことを、参加者に対して

ほとんど伝えることができなかった。 

 上記のような課題もある企画であったが、

多くの人が身近な場所の環境問題について考

える入り口を作ることができたと考えている。 

 

４．おわりに 

 地球温暖化などの環境問題は世界規模の問

題であり、世界が一体となって解決する必要

のある問題だ。今回行ったような企画を行う

ことで、多くの人が環境問題を知り行動を起

こしてもらうことで、環境問題の解決につな

げていくことができると考えている。また今

回の企画では動物園と協働して企画を行った

が、様々な団体と協働を行うことで、多様な

企画の情勢を行うことが可能だと考えている。

先述したように環境問題は様々な問題が複雑

に絡み合った問題である。多種多様な産業や

方法でアプローチしていく必要があると考え

ている。今回のような大学と動物園に留まら

ず、様々な団体が協力することで、環境問題

を解決していくことができると私たちは考え

ている。 

 

注 

 
朝日新聞デジタル どうぶつ新聞 -ニュース

特集 

https://www.asahi.com/special/animal/?ms

ockid=0887d43d9ee96f590db6c59f9fe66eb0  

(２０２５年１月２７日確認) 

 

どうぶつもひとも心地よく-飯田市立動物園 

https://iidazoo.jp/  

(２０２５年１月２７日確認) 

 

ＪＡＺＡ 

https://www.jaza.jp/  

(２０２５年１月２７日確認) 

 

地球温暖化による野生生物への影響 WWF ジ

ャパン 2024 年 

https://www.wwf.or.jp/activities/basicin

fo/286.html  

（２０２５年１月２７日確認） 

 

ＴＢＳ ＮＥＷＳ ＤＩＧ 動物園ニュースの

ニュース一覧 

https://newsdig.tbs.co.jp/list/search?fu

lltext=%E5%8B%95%E7%89%A9%E5%9C%92%E3%80

%80%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9   

（２０２５年１月２７日確認） 

 

電気柵 鳥獣被害対策ドットコム（株式会社地

域環境計画） 

https://www.choujuhigai.com/c/products/e

lectric-fence  

（２０２５年１月２７日確認） 

 

百名山の伊吹山で繰り返される土砂災害 そ

の原因は…？ NHK 2024 年 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/2024100

3/k10014596741000.html  
（２０２５年１月２７日確認） 
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